
東郷元帥記念公園改修工事検討協議会（第１４回） 

平成３０年８月７日 

１ 東郷元帥記念公園に基準以上の鉛が含有していた経緯 

  ２ 東京都環境局指導による土壌調査方法と対応策 

  ３ 東郷元帥記念公園に関する今後のスケジュール（主に土壌調査について） 

  ４ 公園改修工事に関する陳情と今後の対応 

  ５ その他報告事項 

   １）材料の色彩・仕上げについて 

資料３ 
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１ 東郷元帥記念公園に基準以上の鉛が含有していた経緯 

１）これまでの経緯 ２）東郷元帥記念公園の地歴 

  鉛等の物質は、それらを使用した工場の跡地等で基準を超えて検出することがありますが、当該地は、

江戸時代から旗本の屋敷町であり、昭和４年に下段部分の上六公園が開園し、昭和 12 年と 16 年の 2 度

にわたり東郷元帥邸の寄付を受け、昭和 40 年に現在の形に整備されたもので、過去に工場等が立地した

経緯はありません。 

 また、鉛等の重金属は。自然界に普通に存在している物質で、日本にはこれらの重金属を含む土壌が広

く分布しており、これらの土壌が基準値を超える場合もあるとのことです。 

【経緯】 

平成 29年 10 月 工事着工 

平成 30 年 １月 土壌調査実施（５検体を１サンプルとして検査） 

２月 基準値 150mg/kg を超える鉛が検出される（200mg/kg） 

     ３月 前回の５検体の個別サンプルの分析実施 

     ４月 ５検体中３サンプル（上段２サンプル、下段１サンプル

のいずれも植込み部分）から基準値を超える鉛が検出さ

れる。（最高 540mg/kg（3.6 倍）、最低 190mg/kg（1.3

倍）） 

        地歴調査の実施 

     ５月 東京都（環境局）との協議開始 

        土壌調査実施計画書の作成 

        土壌調査のための予備調査実施（新たに 13 検体を採

取） 

     ６月 13 検体中４サンプルから基準値を超える鉛が検出される

（最高 340mg/kg（2.3 倍）、最低 170mg/kg（1.1 倍）） 

        専門家からの意見聴取 

   ７月５日 公園全面閉鎖 

【対応予定】 

１ 土壌の詳細調査の実施 

  土壌含有量基準を超える土壌の詳細な分布状況を把握するため、東郷

元帥記念公園を全面的に閉鎖し、ボーリング調査を含む土壌の詳細調査

を実施します。 

２ 土壌含有量基準を超える土壌の除去工事の実施 

  土壌の詳細調査結果を踏まえ、土壌含有量基準を超える土壌の適正な

除去、入換え工事等を実施します。 

３ 「子どもの池」代替施設の確保 ※実施済み 

  子どもの池の代替施設として、旧四番町保育園園庭を活用します。 

４ その他の公園について 

  東京都の条例では、3,000 ㎡以上の土地の改変を行う場合のみ東京都

への届け出をし、指導を受けることとなっていますが、今後、千代田区

内の公園・児童遊園については、大小関係なく、すべての改修時に土壌

の調査を行うとともに、調査結果に基づき適正に対応します。 
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３）これまでの土壌調査の結果 

■ 基準値超 
■ 基準値以下 
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２ 東京都環境局指導による土壌調査方法と対応策 

  これまでの土壌調査結果を受けて、東京都環境局の指導により鉛の汚染状況を詳細に調査することと

なりました。具体的には、東郷元帥記念公園を 10ｍ格子に分割し、概ね 71 カ所の表層 50cm までの土壌

を採取して鉛の含有量を分析します。この調査で基準値を超えた 10ｍ格子については、汚染土壌の深さ

を把握するため 10ｍまでのボーリング調査を行います。 

※汚染土壌の分布が深い地下まで及ぶ場合 

 表層から 50ｃｍの土壌の入替え、または、 

 アスファルト舗装やコンクリート舗装に 

よる封じ込めの選択もあります。 

今後の調査等のステップ 

これまでの土壌調査結果 

土壌汚染対策法に基づく指定調査機関 

10ｍ格子内の土壌サンプル採取 

鉛の含有量等分析 

基準値を超えた 10ｍ格子の 

ボーリング調査(10ｍまで) 

深さ１ｍ毎の鉛の含有量等分析 

鉛の基準値を超えた 10ｍ格子 

の土壌汚染対策検討 

鉛の基準値を超えた 10ｍ格子内の汚染

土壌の除去・良質土の入替え工事※ 

鉛の基準値を超えない区域では 

公園改修工事が可能 

土壌サンプル採取計画図 

3サンプル 
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３ 東郷元帥記念公園に関する今後のスケジュール（主に土壌調査について） 

参考 九段小学校隣接部の整備案 
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４ 公園改修工事に関する陳情と今後の対応 

１）陳情書その１（収受 平成 30 年４月２日） 

□陳情内容まとめ 

 ① カエルが生息する下段と中段広場の間の緑地の面積確保 

 ② 緑陰を守るため高木の本数と大きさの確保 

 ③ 緑陰確保のための中段及び上段広場での小中木の補植 

□対応の方向性 

→下段と中段広場の間の緑地についてスロープ拡幅は行っているが、面積は概ね確保 

→現況樹木の取扱いについては、土壌汚染が確認された 10ｍ格子内の土壌の入替えに伴う樹木の

伐採伐根の必要性を踏まえて検討 
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２）陳情書その２（収受 平成 30 年６月 20 日） 

□陳情内容のまとめ 

 ① 公開説明会の開催 

 ② 現在の木陰の維持 

 ③ ウッドデッキの設置を避け、自然環境のままの土壌へ 

□対応の方向性 

 →陳情その 1同様、現況樹木等の取扱いについては、土壌汚染対策を踏まえて検討 
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５ その他報告事項

１）材料の色彩・仕上げについて


